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刊
行
に
あ
た
っ
て

橋
爪
紳
也

　

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
二
十
五
日
、
大
林
芳
五
郎
は
、
大
阪
で
土
木

建
築
請
負
業
「
大
林
店
」
の
看
板
を
掲
げ
る
。
大
阪
の
築
港
工
事
や
第
五
回
内
国

勧
業
博
覧
会
の
会
場
設
営
な
ど
の
大
事
業
を
成
功
さ
せ
た
の
ち
、
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）
に
「
大
林
組
」
と
改
称
し
、
総
合
請
負
業
と
し
て
の
業
態
を
整
え
る
。

　

明
治
四
十
四
年
に
東
京
中
央
停
車
場
（
東
京
駅
）
の
建
設
工
事
を
落
札
、
さ
ら
に

翌
年
に
伏
見
桃
山
御
陵
造
営
の
特
命
を
受
け
た
こ
と
で
全
国
に
そ
の
名
を
広
め
る
。

い
っ
ぽ
う
で
芳
五
郎
は
、
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
、
広
島
電
気
軌
道
、
阪
堺
電
気
軌
道
、

京
津
電
気
軌
道
、
広
島
瓦
斯
な
ど
、
電
鉄
事
業
や
瓦
斯
会
社
の
設
立
に
も
尽
力
し
た
。

　

大
正
七
年
、
二
代
社
長
大
林
義
雄
の
も
と
に
株
式
会
社
大
林
組
を
設
立
、
明
治
神

宮
外
苑
競
技
場
、
阪
神
甲
子
園
大
運
動
場
、
大
阪
城
復
興
天
守
閣
、
多
摩
御
陵
の
造

営
な
ど
注
目
さ
れ
る
工
事
を
続
々
と
施
工
し
て
い
る
。

　

株
式
会
社
大
林
組
は
昭
和
五
年
以
降
、
年
次
ご
と
に
自
社
が
施
工
し
た
建
築
作
品

や
土
木
事
業
を
紹
介
す
る
べ
く
、『
工
事
画
報
』
と
題
す
る
冊
子
を
発
行
し
て
関
係

者
に
配
布
し
た
。
そ
の
各
号
を
見
る
と
、
同
社
が
日
本
の
近
代
化
と
と
も
に
歩
み
、

社
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
企
画
は
、
先
の
戦
前
篇
に
続
き
、
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
工
事
画
報
』
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
復
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
単
年
度
の
作
品
を
紹
介
す
る
年

報
式
の
出
版
は
、
国
家
が
総
動
員
体
制
に
入
っ
た
昭
和
十
三
年
度
版
を
最
後
に
休

刊
、
昭
和
二
十
九
年
に
再
開
さ
れ
る
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
で
昭
和

二
十
七
年
に
は
『
工
事
画
報　

創
業
六
十
年
記
念
』
の
タ
イ
ト
ル
で
、
戦
前
か
ら
戦

中
ま
で
の
代
表
的
な
仕
事
と
と
も
に
、
敗
戦
か
ら
占
領
下
ま
で
の
作
品
を
掲
載
す
る

書
籍
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

本
企
画
で
は
、
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
ま
で
の
時
期
を
網
羅
す
る

べ
く
、『
工
事
画
報　

創
業
六
十
年
記
念
』
と
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
昭
和
四
十
五

年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
工
事
画
報
』
を
併
せ
て
影
印
復
刻
、
七
分
冊
の
デ
ジ
タ
ル

出
版
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

敗
戦
直
後
の
建
設
業
に
と
っ
て
、
重
要
で
あ
っ
た
の
は
進
駐
軍
関
連
の
工
事
で

あ
っ
た
。
大
林
組
も
例
外
で
は
な
く
、如
水
会
館
（
将
校
ク
ラ
ブ
）
や
三
菱
本
館
（
婦

人
部
隊
宿
舎
）、
東
京
住
友
ビ
ル
（
外
国
貿
易
実
業
団
宿
舎
）、
伊
藤
萬
本
館
（
米
軍

通
信
隊
、
婦
人
部
隊
宿
舎
）、
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
（
将
校
宿
舎
）、
蒲
郡
ホ
テ
ル
（
将
校

宿
舎
）
な
ど
、
占
領
軍
が
接
収
し
た
ビ
ル
の
改
装
工
事
を
多
く
受
注
し
た
。
ま
た
浜

寺
を
始
め
と
す
る
Ｄ
Ｈ
（D

ependent H
ouse

）
や
兵
舎
の
建
設
、伊
丹
・
羽
田
・
三
沢
・

千
歳
な
ど
航
空
基
地
の
整
備
も
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
仕
事
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
を
経
て
、
米
軍
関
連
の
発
注
が
続
く
。
大
林
組
は
嘉

手
納
弾
薬
庫
や
那
覇
空
軍
基
地
将
校
宿
舎
な
ど
の
基
地
工
事
、
朝
霞
の
米
軍
行
政
部

庁
舎
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
婦
人
将
校
宿
舎
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和

二
十
九
年
以
降
、
ス
マ
ト
ラ
島
パ
レ
ン
バ
ン
の
橋
梁
工
事
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
百
貨
店

建
設
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
戦
後
賠
償
の
工
事
も
手
が
け
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
で
大
林
組
は
、国
土
の
復
興
を
は
か
る
公
共
工
事
に
も
多
く
参
入
し
た
。

全
国
各
地
の
水
力
・
火
力
発
電
所
の
建
設
を
担
っ
た
が
、
な
か
で
も
社
運
を
賭
け
た

事
業
が
、
大
雪
山
国
立
公
園
に
位
置
す
る
糠
平
ダ
ム
の
現
場
で
あ
る
。
冬
は
マ
イ
ナ

ス
20
℃
に
達
す
る
極
寒
の
地
で
の
難
工
事
で
あ
っ
た
が
、
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
で
、
予
定
ど
お
り
昭
和
二
十
八
年
六
月
の
着
工
か
ら
三
年
で
完
成
さ
せ
て
い

る
。

　

戦
後
復
興
に
あ
た
っ
て
社
長
の
重
責
を
担
っ
た
大
林
芳
郎
は
、
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
一
月
の
始
業
に
あ
た
っ
て
、「
利
潤
第
一
主
義
か
ら
生
産
第
一
主
義
へ

の
転
換
」「
民
主
的
な
社
会
協
同
精
神
へ
の
発
展
」「
科
学
的
な
組
織
化
」
の
必
要
性

を
訴
え
た
。
焼
け
跡
か
ら
の
復
興
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国
土
を
想
い
、
自
社
の
立
て

直
し
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
建
設
業
界
の
復
興
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
言
葉
で

あ
る
よ
う
に
も
思
う
。
実
際
、
芳
郎
は
社
業
の
傍
ら
、
全
国
建
設
業
協
会
理
事
（
の

ち
に
会
長
）、
大
阪
土
木
建
築
業
協
会
経
営
委
員
会
委
員
長
（
の
ち
に
会
長
）
な
ど
の

公
職
を
担
い
、「
建
設
業
法
」
の
制
定
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
し
た
。

　

ま
た
芳
郎
は
、
大
規
模
な
工
事
を
行
う
た
め
に
は
、
建
設
工
法
の
機
械
化
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
た
。
み
ず
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
先
例
を
視
察
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
な
ど
の
導
入
を
進
め
る
。
昭
和
二
十
八
年
の

東
京
駅
八
重
洲
本
屋
お
よ
び
鉄
道
会
館
の
工
事
で
は
、
全
自
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ

ン
ト
を
採
用
し
て
い
る
。
建
設
技
術
の
革
新
を
求
め
る
方
向
性
は
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
に
清
瀬
市
に
技
術
研
究
所
を
開
設
し
た
こ
と
で
本
格
化
す
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
な
る
と
、
バ
ン
コ
ク
で
の
A
I
A
ビ
ル
、
ホ
ノ
ル
ル
で
の

サ
ー
フ
ラ
イ
ダ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設
な
ど
海
外
へ
の
進
出
も
始
ま
る
。
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）
に
は
日
本
の
超
高
層
建
築
の
先
駆
け
と
な
る
横
浜
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
・

ホ
テ
ル
エ
ン
パ
イ
ア
を
竣
工
さ
せ
た
。
ま
た
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
で
は
多
く
の

パ
ビ
リ
オ
ン
を
施
工
、
と
り
わ
け
国
内
で
は
先
例
の
な
い
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
工
法

を
導
入
し
た
お
祭
り
広
場
の
大
屋
根
の
現
場
は
話
題
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
に
は
関
西
初
の
超
高
層
ビ
ル
で
あ
る
大
阪
大
林
ビ
ル
を
竣
工
さ
せ
本

店
を
置
く
と
と
も
に
、
本
社
機
構
を
東
京
に
移
し
、
本
社
と
本
店
の
両
輪
に
よ
る
独

自
の
経
営
体
制
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
。

　

大
林
組
は
、
二
〇
二
一
年
に
創
業
一
三
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
同
社
が
い
か
に

し
て
日
本
を
代
表
す
る
施
工
事
業
者
に
成
長
を
み
た
の
か
、
ま
た
従
来
の
土
木
建
設

業
の
枠
を
超
え
た
新
た
な
企
業
へ
の
発
展
を
模
索
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
歩
み
を
識

り
、
将
来
を
見
据
え
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と
し
て
、
今
回
の
復
刻
が
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
次
第
で
あ
る
。（

建
築
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阪
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立
大
学
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究
推
進
機
構
特
別
教
授
、
工
学
博
士
）

京都タワービル（京都市／昭和 39 年）

日本万国博覧会 アメリカ館（大阪府／昭和 45 年）

電源開発株式会社糠平ダム（北海道／昭和 31 年）

志摩観光ホテル新館（三重県／昭和 44 年）

国鉄・東京駅（復旧）（東京都／昭和 26 年）

パレスサイドビルディング（東京都／昭和 41 年） NHK放送センター（東京都／昭和 40 年）

進駐軍浜寺地区家族住宅（大阪府／昭和 23 年）

国立代々木競技場第二体育館（東京都／昭和 39 年）


